













































































 次に第 5章～第 7章で構成されるフェーズⅡでは「体育教師の信念はどのように問い直される
のか？」を問いとして設定し，体育教師の信念変容の難しい状況の中で，信念が変容するとした
らどのような信念と経験の影響関係によって生じるのかを検討するため，3 つの実証研究を展開
した． 
第 5章では，体育教師の授業に対する信念である授業観の内実とその変容の様相について検討
するために，質問紙調査の内容分析（テキストマイニング）による授業イメージの抽出と比較分
析を行った．その結果，体育教師の授業観は入職前の経験に強い影響を受けている「態度・規律
志向」「運動量・安全志向」から入職後の経験に影響を受けた「学習組織化志向」へ変容すること
が明らかとなり，同時に授業観の変容が入職前の経験と入職後の経験の相反的な影響関係の中で
生じることが示唆された． 
第 6章では，授業観の変容が入職後の経験に影響を受けることを踏まえて，入職後の経験がど
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のような信念によって授業像の変容に結び付くかを検討するために，経験から学ぶ力としての仕
事観および教師イメージの構造と成長経験の受け入れに対する機能を定量的に検討した．その結
果，体育教師としての誇りともいうべき開放的な仕事の信念が，成長経験の積極的な受け入れを
促進することが明らかになった．一方で，体育教師が有する専門的閉鎖を中心とした閉鎖的な信
念と教職経験年数の積み重ねが，成長経験の受け入れを阻害することが明らかになった． 
第 7章では，体育教師による信念の問い直しや変容には，職務を通じたどのような場における
いかなる学びが関わっているかを検討するために，体育教師が一回り成長した経験と教訓の抽出
と長期研修に参加した体育教師の詳細な事例研究を行った．その結果，信念変容に大きく関わる
認識変容の教訓が，他者と密に接する経験や自らの実践と信念を晒すような経験，異質な情報に
触れる経験の重要性が示唆された．さらに，事例的検討を通じて体育教師の信念変容は漸次的か
つ信念体系全体の変動として生じること，また，その信念変容をもたらす経験は，学び方の学習
経験を中心として理論的知識や客観的データに触れる経験とそれらを支える越境経験によって支
えられていることが明らかとなった． 
以上踏まえて，体育教師の信念の問い直しに有効な学習環境を明らかにするフェーズⅢでは，
実証研究の成果を統合的に考察し，体育教師の信念の問い直しにとって有効な学習環境を考察し
た．その結果，体育教師の信念の問い直しには実践現場では生起し難い，「越境経験」を契機とし
た「自己決定型学習」による学びが重要であることを考察した．そして，その学びをもたらす学
習環境として，大学における長期研修の有効性と限界を考察すると共に，日常的な場に信念の問
い直しを促すような具体的方策として「教科横断型研修」「異校種縦断型研修」「大学との連携に
よる研修」を示した． 
 終章では，結論として本論文の要約を示すと共に今後の研究課題を示し，第一に予め限定した
体育教師の信念を「信念体系」として明らかにすること，第二に，個別事例を対象とした詳細な
研究を展開していく必要性を示した．そして第三に，体育教師の信念の問い直しや変容に関する
介入的研究の必要性を提起した．最後に，越境経験と自己決定型学習を経験した体育教師がいか
にして学校現場に戻り，実践を展開していくのか，換言すれば元の場所に戻った時，そこではど
のようなことを経験し，どのような学習成果の実現をなしうるのか／しないのかを丹念に検討し
ていくこと課題として示した． 
